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は
じ
め
に

イ
ラ
ク
戦
争
を
控
え
た
二
○
○
三
年
三
月
一
日
に
ト
ル
コ
議
会
が
米
軍
の
ト
ル
コ
駐
留
・
通
過
を
拒
否
し
た
こ
と
は
、
戦
略
的
パ

ー
ト
ナ
ー
と
さ
れ
て
き
た
ト
ル
コ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
一
挙
に
冷
却
さ
せ
た
。
ト
ル
コ
の
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
は
冷
戦
以
降
、

ソ
連
に
対
峙
す
る
「
最
前
線
国
」
と
し
て
強
ま
っ
た
。
ト
ル
コ
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
基
づ
く
軍
事
援
助
と
経

済
援
助
（
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
）
を
受
け
、
一
九
四
八
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟
し
た
。
ま
た
朝
鮮
戦
争
に
国
連
軍
と
し
て
参
戦
し
た
見
返

り
に
、
五
二
年
に
ア
メ
リ
カ
の
後
押
し
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
た
。
八
一
年
に
は
両
国
は
防
衛
経
済
協
力
協
定
（
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
を
結
び
、

九
一
年
の
湾
岸
戦
争
で
は
ト
ル
コ
は
米
軍
の
国
内
駐
留
と
基
地
使
用
を
許
可
す
る
国
会
決
議
を
可
決
し
た
。

こ
の
間
、
確
か
に
両
国
関
係
は
い
く
度
か
の
危
機
を
迎
え
た
。
ア
メ
リ
カ
が
ト
ル
コ
領
土
に
対
ソ
連
用
ミ
サ
イ
ル
を
配
置
し
て
い

た
こ
と
が
一
九
六
二
年
の
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
際
に
発
覚
し
た
こ
と
、
六
四
年
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
が
ト
ル
コ
の
キ
プ
ロ
ス
介
入

を
戒
め
、
そ
れ
が
ソ
連
の
介
入
を
招
い
た
場
合
に
は
ト
ル
コ
を
援
助
し
な
い
と
警
告
し
た
こ
と
、
ト
ル
コ
の
七
四
年
キ
プ
ロ
ス
侵
攻

後
、
ア
メ
リ
カ
が
ト
ル
コ
に
対
し
武
器
禁
輸
を
七
八
年
ま
で
行
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
上
述
の
「
三
月
一
日
決
議
」
事
件
も
こ
れ
ら

に
並
ぶ
危
機
の
一
つ
と
さ
え
ト
ル
コ
で
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
後
の
両
国
関
係
は
ど
の
よ
う
に
進
展
し
、
ま
た
ト
ル

コ
政
治
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策
に
お
け
る
ト
ル
コ
の
位
置
づ
け
を
概
観
し

た
上
で
、
二
○
○
五
年
六
月
八
日
に
行
わ
れ
た
直
近
の
両
国
首
脳
会
談
結
果
を
題
材
に
、
ア
メ
リ
カ
と
ト
ル
コ
が
互
い
に
何
を
求
め

て
い
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策
の
ト
ル
コ
政
治
へ
の
影
響
を
分
析
す
る
。
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1

イ
ラ
ク
戦
争
後
―
関
係
の
修
復

ト
ル
コ
で
は
二
○
○
三
年
三
月
一
日
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
お
い
て
米
軍
を
ト
ル
コ
に
駐
留
さ
せ
る
政
府
提
案
が
国
会
で
否
決
さ
れ
た
。

政
府
は
開
戦
直
前
に
対
米
協
力
案
を
な
ん
と
か
議
会
で
可
決
さ
せ
た
が
、
そ
の
内
容
は
ア
メ
リ
カ
の
要
求
内
容
か
ら
大
き
く
後
退
し
、

米
軍
に
ト
ル
コ
領
空
通
過
を
認
め
る
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
米
軍
は
イ
ラ
ク
で
北
部
戦
線
を
開
け
ず
、
当
初
描
い
て
い
た

二
正
面
作
戦
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
元
で
、
ア
メ
リ
カ
は
ト
ル
コ
に
対
す
る
不
信
感
を
抱
き
、
両
国
関
係
は
冷
却
化
し
た
。

政
府
提
案
否
決
の
直
接
の
原
因
は
不
人
気
な
決
定
を
「
国
益
の
」
た
め
と
押
し
切
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
与
党
政
府
に
存
在
し
な
か
っ

た
こ
と
だ
が
、
そ
の
背
後
に
は
ア
メ
リ
カ
と
ト
ル
コ
が
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
お
互
い
へ
の
過
信
が
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
で
は
エ

リ
ー
ト
や
一
般
国
民
の
間
に
、
ト
ル
コ
が
米
軍
の
駐
留
・
通
過
を
認
め
な
け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ク
攻
撃
を
で
き
な
い
と
の
考
え

が
強
か
っ
た
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
は
ト
ル
コ
の
協
力
を
当
た
り
前
と
考
え
て
い
た
。
湾
岸
戦
争
に
先
立
ち
ベ
ー
カ
ー
国
務
長
官
は
ア

ン
カ
ラ
を
三
回
訪
問
し
た
の
に
対
し
、
イ
ラ
ク
戦
争
前
に
パ
ウ
エ
ル
国
務
長
官
は
ト
ル
コ
を
一
度
も
訪
れ
な
か
っ
た
。

イ
ラ
ク
戦
争
直
後
、
ト
ル
コ
は
イ
ラ
ク
の
ク
ル
ド
民
族
主
義
が
ト
ル
コ
国
内
の
ク
ル
ド
人
（
総
人
口
の
約
二
割
）
に
波
及
す
る
こ
と

を
警
戒
し
た
。
こ
の
た
め
、
北
イ
ラ
ク
の
ク
ル
ド
地
域
を
め
ぐ
り
、
ト
ル
コ
と
ア
メ
リ
カ
の
緊
張
関
係
は
し
ば
ら
く
続
い
た
。
七
月

五
日
に
は
、
米
軍
に
よ
っ
て
ト
ル
コ
兵
一
一
人
（
ア
メ
リ
カ
と
の
合
意
で
ト
ル
コ
が
派
遣
し
た
北
イ
ラ
ク
監
視
団
に
所
属
）
が
キ
ル
ク
ー
ク

知
事
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
て
い
た
疑
い
で
拘
束
さ
れ
た
。
六
十
時
間
後
に
ト
ル
コ
兵
は
解
放
さ
れ
た
が
、
ト
ル
コ
国
内
で
は
こ
の
事

件
が
ト
ル
コ
に
対
す
る
侮
辱
と
し
て
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
軍
部
も
在
米
駐
留
上
級
将
校
を
召
還
し
て
不
満
を
表
明
し
た
。
ま
た
ク
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
、
後
述
）
は
北
イ
ラ
ク
の
ク
ル
ド
愛
国
同
盟
支
配
地
域
に
お
い
て
、
相
次
い
で
事
務
所
を
開
設
し
た

が
、
こ
れ
は
ク
ル
ド
勢
力
な
い
し
は
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
活
動
を
認
め
た
こ
と
を
示
し
た
。
ト
ル
コ
は
こ
れ
に
対
し
強
く
抗
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議
し
た
。
八
月
二
十
三
日
に
は
、
北
イ
ラ
ク
に
い
る
ク
ル
ド
・
ゲ
リ
ラ
に
よ
っ
て
、
ト
ル
ク
メ
ン
人
七
人
が
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
き

た
が
、
そ
れ
に
抗
議
す
る
デ
モ
を
ト
ル
ク
メ
ン
人
が
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
対
し
米
軍
が
発
砲
、
ト
ル
ク
メ
ン
人
二
人
が
死
亡
す

る
事
件
も
起
き
た
。

ト
ル
コ
側
に
対
米
関
係
修
復
の
動
き
は
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
イ
ラ
ク
派
兵
の
た
め
の
国
会
決
議

を
十
月
七
日
に
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
派
兵
先
は
反
政
府
ス
ン
ナ
派
勢
力
の
中
心
地
で
あ
る
イ
ラ
ク
中
部
で
、
ト
ル
コ
世
論
で
も

八
割
近
く
が
派
兵
に
反
対
し
て
い
た
が
、
レ
ジ
ェ
ッ
プ
・
タ
イ
ッ
プ
・
エ
ル
ド
ー
ア
ン
首
相
は
イ
ラ
ク
派
兵
決
議
を
内
閣
信
任
決
議

と
見
な
す
と
い
う
強
い
態
度
で
与
党
議
員
を
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
決
議
は
実
施
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
イ
ラ
ク
統
治

評
議
会
が
ト
ル
コ
軍
派
兵
に
強
く
反
発
、
ア
メ
リ
カ
は
一
転
し
て
ト
ル
コ
へ
の
要
請
を
取
り
消
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
派
兵

を
希
望
し
て
い
な
か
っ
た
ト
ル
コ
に
と
っ
て
も
好
都
合
な
結
果
だ
っ
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
以
前
に
続
け
ら
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
平

時
の
国
内
基
地
使
用
許
可
も
続
い
て
い
る
。
ト
ル
コ
は
湾
岸
戦
争
後
、
北
イ
ラ
ク
の
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
自
治
区
の
（
米
軍
主
体
の
）
多

国
籍
軍
に
よ
る
監
視
飛
行
の
た
め
に
イ
ン
ジ
ル
リ
ッ
ク
空
軍
基
地
の
使
用
を
認
め
て
き
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
後
も
、
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
の
多
国
籍
軍
の
兵
站
基
地
と
し
て
、
ト
ル
コ
は
同
基
地
使
用
を
一
年
間
認
め
、
二
○
○
五
年
六
月
に
は
使
用
許
可
を
さ

ら
に
一
年
間
延
長
し
た
（
た
だ
し
ト
ル
コ
政
府
は
国
内
世
論
を
恐
れ
そ
の
承
認
に
十
カ
月
も
費
や
し
、
か
つ
国
会
承
認
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ

た
）。
す
な
わ
ち
、
イ
ラ
ク
戦
争
後
、
ト
ル
コ
政
府
は
「
三
月
一
日
決
議
」
の
教
訓
か
ら
、
イ
ラ
ク
問
題
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
要
請
に

は
で
き
る
だ
け
応
じ
る
よ
う
に
腐
心
し
て
き
た
。
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ア
メ
リ
カ
の
要
求
―
内
政
で
は
な
く
外
交

ア
メ
リ
カ
の
関
心
が
戦
後
イ
ラ
ク
の
構
築
か
ら
中
東
域
内
の
民
主
化
へ
移
る
過
程
で
、
ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策
は
ト
ル
コ
政
治
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
は
中
東
民
主
化
構
想
で
、
ト
ル
コ
の
政
治
体
制
に
口
を
挟
む
ど
こ
ろ
か
、
こ

れ
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
に
は
、
戦
略
的
観
点
を
除
く
と
こ
れ
ま
で
明
確
な
ト
ル
コ
政
策
は
な
か
っ
た

（M
orton

A
bram

ow
itz

米
元
駐
ト
ル
コ
大
使
）
た
め
ト
ル
コ
内
政
に
つ
い
て
の
目
立
っ
た
要
求
は
な
か
っ
た
の
に
加
え
、
北
イ
ラ
ク
を

め
ぐ
る
ト
ル
コ
と
の
緊
張
が
緩
和
し
、
イ
ラ
ク
へ
の
主
権
委
譲
も
実
施
さ
れ
る
と
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
、
パ
ウ
エ
ル
国
務
長
官
や
後
任

の
ラ
イ
ス
国
務
長
官
が
、
ト
ル
コ
を
ム
ス
リ
ム
民
主
主
義
、
穏
健
ム
ス
リ
ム
国
家
な
ど
と
形
容
し
、
中
東
の
民
主
主
義
の
モ
デ
ル
と

賞
賛
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
コ
評
価
は
戦
略
的
観
点
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
中
東
諸
国
に
民
主
化
を
求
め
る
上
で

同
じ
中
東
地
域
の
ト
ル
コ
を
例
に
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
他
文
化
か
ら
の
押
し
つ
け
で
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
コ
評
価
の
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ト
ル
コ
の
現
政
権
与
党
で
あ
る
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
（
公
正
発
展
党
）
の
外
交

姿
勢
が
前
身
の
福
祉
党
の
反
欧
米
志
向
を
払
拭
し
、
親
欧
米
に
転
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
福
祉
党
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
路
線
は
一

九
九
七
年
に
世
俗
主
義
を
掲
げ
る
市
民
社
会
勢
力
の
反
発
で
挫
折
し
た
。
こ
れ
を
機
に
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
は
改
革
派
と
伝
統
派
に

分
裂
し
、
前
者
で
あ
る
公
正
発
展
党
が
世
論
の
支
持
を
得
て
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
主
流
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
既
存
政
党
へ
の
信

頼
が
政
治
腐
敗
や
（
特
に
二
○
○
一
年
の
）
経
済
危
機
な
ど
で
失
墜
す
る
な
か
、
同
党
は
二
○
○
二
年
十
一
月
総
選
挙
で
は
体
制
批
判
票

の
多
く
を
集
め
て
三
四
％
を
得
票
（
前
回
一
九
九
九
年
の
総
選
挙
で
の
福
祉
党
の
得
票
率
は
一
六
％
）、
国
会
議
席
の
三
分
の
二
を
獲
得
し

（
議
席
獲
得
の
た
め
の
最
低
得
票
率
一
○
％
を
満
た
し
た
の
は
同
党
を
含
む
二
政
党
の
み
）、
ト
ル
コ
で
は
近
年
で
は
ま
れ
な
安
定
政
権
を
築

い
た
。
同
党
は
「
保
守
民
主
派
」
路
線
を
掲
げ
、
中
道
右
派
を
取
り
込
む
戦
略
を
と
っ
て
き
た
。
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他
方
、
上
述
の
米
国
指
導
者
の
ト
ル
コ
の
政
治
体
制
を
イ
ス
ラ
ー
ム
と
結
び
つ
け
た
発
言
が
、
ト
ル
コ
の
世
俗
主
義
エ
リ
ー
ト
の

代
表
で
あ
る
大
統
領
と
軍
部
の
不
満
を
買
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ト
ル
コ
の
法
制
度
は
一
九
二
三
年
の
共
和
国
建
国
以
来
の
約

十
五
年
間
の
世
俗
改
革
で
イ
ス
ラ
ー
ム
的
要
素
が
取
り
払
わ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
五
○
年
以
降
、
公
正
な
選
挙
に
よ
る
議
会
制
民
主

主
義
を
維
持
し
て
き
た
。
政
治
的
混
乱
の
際
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
三
度
起
き
た
が
（
う
ち
一
度
は
書
簡
に
よ
る
間
接
的
な
も
の
）、
い

ず
れ
も
約
三
年
以
内
に
民
政
移
管
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
ト
ル
コ
の
世
俗
主
義
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
、
ト
ル
コ
の
政
治

制
度
を
イ
ス
ラ
ー
ム
的
と
形
容
す
る
こ
と
は
受
け
入
れ
が
た
い
。
九
○
年
代
は
ト
ル
コ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
や
福
祉
党
に
対

し
て
警
戒
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
が
、
今
に
な
っ
て
ム
ス
リ
ム
民
主
主
義
の
主
張
を
都
合
よ
く
押
し
つ
け
て
き
た
こ
と
を
、
彼
ら
は

苦
々
し
く
感
じ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
他
方
、
中
東
民
主
化
構
想
で
ト
ル
コ
の
対
外
関
係
に
は
注
文
を
つ
け
て
き
た
。
エ
ル
ド
ー
ア
ン
首
相
の
二
○
○
五
年

六
月
の
ア
メ
リ
カ
訪
問
（
首
相
と
し
て
は
二
○
○
四
年
一
月
に
次
ぐ
二
回
目
、
党
首
と
し
て
は
最
初
の
二
○
○
二
年
十
二
月
訪
問
か
ら
三
回
目
）

で
の
首
脳
会
談
（
六
月
八
日
）
で
も
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
特
に
ト
ル
コ
が
シ
リ
ア
と
始
め
た
対
話
路
線
を
見
直
す
よ
う
求
め
た
。
そ

も
そ
も
シ
リ
ア
は
一
九
八
○
年
以
降
、
ト
ル
コ
か
ら
の
分
離
独
立
を
目
指
す
ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
の
非
合
法
政
党
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

労
働
者
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
）
を
国
内
に
か
く
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
ト
ル
コ
と
シ
リ
ア
の
関
係
を
険
悪
に
し
た
。
シ
リ
ア
は
ト
ル
コ
が
一
九

九
○
年
以
降
稼
働
し
た
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
・
ダ
ム
に
よ
り
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
の
水
量
を
下
流
の
シ
リ
ア
に
対
し
て
制
限
し
て
い
る
と
非

難
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
を
ト
ル
コ
に
対
す
る
威
嚇
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
や
が
て
ト
ル
コ
は
九
八
年
十
月
、
シ
リ
ア
に
対
し
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
へ
の

支
援
を
や
め
な
け
れ
ば
軍
事
行
動
も
辞
さ
な
い
と
す
る
最
後
通
牒
を
突
き
つ
け
た
。
シ
リ
ア
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
党
首
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・

オ
ジ
ャ
ラ
ン
を
国
外
に
追
放
、
彼
は
九
九
年
二
月
、
ケ
ニ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
領
事
館
に
潜
伏
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
ト
ル
コ
治
安
当
局
に

拘
束
さ
れ
た
。
シ
リ
ア
が
Ｐ
Ｋ
Ｋ
へ
の
支
援
を
打
ち
切
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
ト
ル
コ
と
シ
リ
ア
の
関
係
は
雪
解
け
し
、
二
○
○
四

年
一
月
に
は
バ
ッ
シ
ャ
ー
ル
・
ア
サ
ド
・
シ
リ
ア
大
統
領
が
同
国
大
統
領
と
し
て
は
初
め
て
ト
ル
コ
を
訪
問
し
自
由
貿
易
協
定
を
締
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結
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
二
○
○
五
年
四
月
に
は
ア
フ
メ
ッ
ト
・
ネ
ジ
デ
ッ
ト
・
セ
ゼ
ル
・
ト
ル
コ
大
統
領
が
シ
リ
ア
を
訪
問
し
た
。

ト
ル
コ
の
対
シ
リ
ア
関
係
の
改
善
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
問
題
の
解
決
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
も
の
の
、
戦
後
イ
ラ
ク
で
ク
ル
ド
の
影
響
力
が
強

ま
る
な
か
、
自
国
の
ク
ル
ド
勢
力
の
自
治
・
分
離
志
向
が
強
ま
る
こ
と
を
両
国
が
共
通
の
懸
念
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
し
て
い

る
。
特
に
シ
リ
ア
で
は
二
○
○
四
年
三
月
に
ク
ル
ド
勢
力
が
政
治
的
要
求
を
掲
げ
て
抗
議
活
動
を
行
う
な
ど
、
専
制
的
統
制
が
盤
石

で
は
な
い
こ
と
も
露
呈
し
た
。
ト
ル
コ
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
が
戦
後
北
イ
ラ
ク
で
の
ク
ル
ド
の
影
響
力
拡
大
を
受
け
て

活
動
の
自
由
を
確
保
、
ト
ル
コ
国
内
へ
の
武
力
攻
撃
を
再
開
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ト
ル
コ
に
と
っ
て
シ
リ
ア
と
の
関
係
改
善
は
限
界

も
あ
り
、
ま
し
て
や
最
優
先
課
題
で
は
な
い
。
エ
ル
ド
ー
ア
ン
首
相
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
対
し
て
、
ト
ル
コ
の
対
シ
リ
ア
対
話
路

線
が
シ
リ
ア
の
レ
バ
ノ
ン
か
ら
の
撤
退
を
実
現
さ
せ
た
と
反
論
し
て
ア
メ
リ
カ
側
の
冷
笑
を
買
っ
た
も
の
の
、
帰
国
後
た
だ
ち
に
シ

リ
ア
に
対
し
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
支
援
と
強
権
政
治
を
非
難
す
る
声
明
を
発
し
て
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
応
え
た
。

3

ト
ル
コ
の
要
求
―
Ｐ
Ｋ
Ｋ
掃
討

ア
メ
リ
カ
の
中
東
民
主
化
構
想
は
、
ト
ル
コ
側
の
反
応
を
も
生
ん
だ
。
そ
れ
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
よ
う
な
力
ず
く
で
の
体
制
変
革
へ

の
反
発
に
加
え
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
ア
メ
リ
カ
が
ク
ル
ド
勢
力
に
大
き
く
依
存
し
た
た
め
、
戦
後
イ
ラ
ク
で
の
ク
ル
ド
の
発
言
権
が
高

ま
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
ク
ル
ド
政
策
が
な
く
、
ト
ル
コ
に
は
イ
ラ
ク
政
策
が
な
か
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ

と
ト
ル
コ
の
考
え
は
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ク
の
石
油
確
保
の
た
め
に
は
（
新
体
制
の
構
成
は
重
要
で
な
く
）
戦
争
遂

行
と
い
う
戦
略
的
に
好
都
合
な
ク
ル
ド
と
の
協
力
関
係
を
強
化
し
た
の
に
対
し
、
ト
ル
コ
は
戦
後
イ
ラ
ク
に
関
し
て
単
に
ク
ル
ド
の

独
立
を
阻
止
す
る
こ
と
に
専
心
し
て
い
た
（M

urat
Y

etkin

）。
た
だ
し
ト
ル
コ
も
イ
ラ
ク
へ
の
内
政
干
渉
と
国
際
的
に
非
難
さ
れ
る
こ
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と
に
は
警
戒
し
、
イ
ラ
ク
で
の
主
権
委
譲
後
は
ク
ル
ド
の
自
治
拡
大

へ
の
警
告
は
控
え
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ル
ド
二
大
勢
力
の
な
か
で
は

国
際
派
で
、
近
年
は
ト
ル
コ
と
の
関
係
も
比
較
的
良
好
な
ク
ル
ド
愛

国
党
党
首
の
ジ
ェ
ラ
ル
・
タ
ラ
バ
ー
ニ
が
イ
ラ
ク
移
行
政
府
大
統
領

に
就
任
す
る
と
、
セ
ゼ
ル
大
統
領
が
同
氏
に
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
と
と
も
に
イ
ラ
ク
連
邦
制
維
持
の
役
割
を
期
待
し
た
。

む
し
ろ
ト
ル
コ
の
よ
り
強
い
懸
念
は
、
こ
れ
ま
で
衰
退
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
た
Ｐ
Ｋ
Ｋ
を
掃
討
で
き
ず
、
弱
い
な
が
ら
も
そ
の
再
興

の
兆
候
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
党
は
一
九
七
八
年
に
結
党
さ

れ
た
が
、
八
四
年
に
武
装
闘
争
に
転
じ
て
以
来
、
治
安
当
局
と
の
衝

突
や
（
主
に
ク
ル
ド
地
方
で
の
）
民
間
人
攻
撃
で
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
党
員
を
含

め
て
九
○
年
代
末
ま
で
に
約
三
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の

武
力
活
動
は
ト
ル
コ
隣
接
国
の
シ
リ
ア
の
支
援
や
北
イ
ラ
ク
の
逃
避

地
の
存
在
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
活
動
は
一
九
九
○

〜
九
一
年
の
湾
岸
危
機
・
戦
争
で
ク
ル
ド
難
民
が
ト
ル
コ
国
境
に
押

し
寄
せ
て
以
降
急
速
に
強
ま
っ
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｋ
が
国
境
警
備
の
緩
み
を

利
用
し
て
ト
ル
コ
国
内
に
流
入
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、

同
時
期
に
前
述
の
よ
う
に
シ
リ
ア
が
Ｐ
Ｋ
Ｋ
支
持
を
強
化
し
た
影
響

も
あ
っ
た
。
逆
に
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｋ
党
首
が
拘
束
さ
れ
た
後
、

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1984 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 2000 01 02 03 04

湾岸戦争 PKK党首拘束

年

PKK
軍人
民間人

（出所）トルコ内務省データから筆者作成。

PKK武装闘争による死者数（1984～2004年）
（人）
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自
ら
の
裁
判
で
減
刑
を
ね
ら
っ
た
オ
ジ
ャ
ラ
ン
自
身
が
Ｐ
Ｋ
Ｋ
に
停
戦
を
呼
び
か
け
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
活
動
は
弱

ま
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
武
力
放
棄
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｋ
は
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
諸
国
の
一
部
か
ら

テ
ロ
組
織
の
指
定
を
一
度
は
受
け
た
も
の
の
、
二
○
○
二
年
に
名
前
を
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
（
ク
ル
ド
自
由
民
主
会
議
）、
さ
ら
に
はK

ongra -

G
el

（
ク
ル
ド
人
民
会
議
）
に
変
更
、
二
○
○
五
年
五
月
に
は
再
び
Ｐ
Ｋ
Ｋ
に
戻
す
な
ど
し
て
、
テ
ロ
組
織
指
定
か
ら
逃
れ
続
け
て
い
る
。

さ
ら
に
イ
ラ
ク
戦
争
後
に
イ
ラ
ク
の
ク
ル
ド
勢
力
が
伸
張
し
、
ト
ル
コ
軍
の
越
境
軍
事
行
動
を
抑
止
し
た
た
め
、
北
イ
ラ
ク
を
拠

点
と
し
た
Ｐ
Ｋ
Ｋ
は
よ
り
自
由
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
○
○
四
年
六
月
に
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
が
ト
ル
コ
国
内
へ
の
浸
透
活
動
を

再
開
、
治
安
当
局
と
の
衝
突
も
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
ト
ル
コ
は
戦
後
イ
ラ
ク
で
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
活
動
取
締
ま
り
が
不
充
分

で
あ
る
こ
と
に
不
満
を
表
明
し
て
き
た
が
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
欧
州
諸
国
よ
り
も
早
く
Ｐ
Ｋ
Ｋ
を
テ
ロ

組
織
に
認
定
し
た
し
、
お
そ
ら
く
イ
ス
ラ
エ
ル
と
協
力
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
領
事
館
に
か
く
ま
わ
れ
て
い
た
オ
ジ
ャ
ラ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｋ
党
首

を
ト
ル
コ
が
拘
束
す
る
の
を
助
け
は
し
た
。
し
か
し
イ
ラ
ク
内
の
Ｐ
Ｋ
Ｋ
兵
員
を
殺
傷
す
る
こ
と
は
イ
ラ
ク
の
親
米
勢
力
で
あ
る
ク

ル
ド
勢
力
を
刺
激
す
る
こ
と
に
な
り
得
策
で
は
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
は
ト
ル
コ
・
イ
ラ
ク
・
イ
ラ
ン
国
境
に
ま
た
が
る

カ
ン
デ
ィ
ル
山
の
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
現
在
の
基
地
（
兵
員
は
五
○
○
○
人
程
度
と
推
測
）
を
攻
撃
せ
ず
に
ト
ル
コ
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ン
な
ど
へ
の

カ
ー
ド
と
し
て
維
持
し
て
い
る
と
の
ト
ル
コ
側
マ
ス
コ
ミ
の
観
測
も
あ
る
。
二
○
○
五
年
六
月
八
日
の
エ
ル
ド
ー
ア
ン
首
相
の
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
と
の
会
談
で
も
ア
メ
リ
カ
の
Ｐ
Ｋ
Ｋ
に
対
す
る
軍
事
行
動
の
約
束
を
取
り
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

4

ト
ル
コ
の
期
待
―
北
キ
プ
ロ
ス
へ
の
支
持

こ
れ
ま
で
ト
ル
コ
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
強
い
関
係
が
欧
州
の
対
ト
ル
コ
影
響
力
を
弱
め
、
ト
ル
コ
の
国
益
を
守
る
と
の
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考
え
は
根
強
か
っ
た
。
ト
ル
コ
を
Ｅ
Ｕ
の
正
式
加
盟
候
補
国
と
認
め
た
一
九
九
九
年
ヘ
ル
シ
ン
キ
欧
州
理
事
会
、
ト
ル
コ
の
加
盟
交

渉
開
始
時
期
を
二
○
○
四
年
末
に
提
示
す
る
と
決
め
た
二
○
○
二
年
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
欧
州
理
事
会
の
背
後
に
は
ア
メ
リ
カ
の
強
い
圧

力
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
が
反
ト
ル
コ
の
姿
勢
を
示
す
キ
プ
ロ
ス
問
題
で
も
ア
メ
リ
カ
は
、（
ギ
リ
シ
ャ
の
影
響
力
が
強
い
）
Ｅ
Ｕ
に

比
べ
て
よ
り
中
立
な
立
場
を
と
り
、
国
連
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
和
平
交
渉
を
後
押
し
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
で
ト
ル
コ
は
、
ギ
リ

シ
ャ
系
キ
プ
ロ
ス
が
二
○
○
四
年
五
月
に
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
後
も
、
ト
ル
コ
系
キ
プ
ロ
ス
の
国
際
的
孤
立
と
経
済
制
裁
の
解
除
に
向

け
て
ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
期
待
し
た
。
し
か
し
、
エ
ル
ド
ー
ア
ン
首
相
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
の
二
○
○
五
年
六
月
八
日
の
会
談

で
キ
プ
ロ
ス
問
題
で
の
積
極
的
な
支
持
を
取
り
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ト
ル
コ
の
対
Ｅ
Ｕ
政
策
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
頼
み
の
限
界

が
露
呈
し
た
。

ト
ル
コ
に
と
っ
て
キ
プ
ロ
ス
問
題
は
、
q
キ
プ
ロ
ス
島
の
同
胞
ト
ル
コ
人
の
擁
護
、
w
ト
ル
コ
の
脇
腹
に
位
置
す
る
安
全
保
障
上

の
拠
点
の
確
保
、
e
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
条
件
と
し
て
の
キ
プ
ロ
ス
南
北
分
断
の
平
和
的
解
決
、
と
い
う
課
題
を
意
味
す
る
。
キ
プ

ロ
ス
は
一
九
七
四
年
の
内
戦
を
き
っ
か
け
に
ト
ル
コ
系
住
民
保
護
を
目
的
と
し
て
ト
ル
コ
軍
が
侵
攻
し
た
後
、
南
北
に
分
断
さ
れ
た

状
態
に
あ
る
。
ト
ル
コ
系
キ
プ
ロ
ス
は
一
九
八
三
年
に
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
と
し
て
独
立
を
宣
言
し
た
も
の
の
ト
ル
コ
以

外
に
は
国
家
承
認
さ
れ
て
い
な
い
上
に
国
際
的
に
経
済
制
裁
を
受
け
て
い
る
。
国
連
を
仲
介
と
す
る
い
く
度
も
の
和
平
交
渉
の
後
、

最
後
の
提
案
が
、
キ
プ
ロ
ス
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
直
前
の
二
○
○
四
年
四
月
二
十
四
日
に
南
北
で
別
々
に
住
民
投
票
に
か
け
ら
れ
た
。
コ
フ

ィ
・
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
が
二
○
○
二
年
に
ギ
リ
シ
ャ
系
、
ト
ル
コ
系
双
方
の
キ
プ
ロ
ス
住
民
に
提
示
し
た
同
案
は
、
q
ギ
リ
シ

ャ
系
、
ト
ル
コ
系
と
い
う
二
つ
の
構
成
国
家
（
ス
イ
ス
の
「
州
」
に
相
当
）
か
ら
な
る
連
邦
制
、
w
現
在
の
ト
ル
コ
系
キ
プ
ロ
ス
側
か
ら

ギ
リ
シ
ャ
系
キ
プ
ロ
ス
側
に
全
島
面
積
の
九
％
の
割
譲
、
e
ギ
リ
シ
ャ
系
住
民
の
ト
ル
コ
系
キ
プ
ロ
ス
側
へ
の
帰
還
権
、
r
駐
留
ト

ル
コ
軍
の
段
階
的
撤
退
、
な
ど
を
含
ん
で
い
た
。

北
キ
プ
ロ
ス
で
は
、
元
か
ら
住
ん
で
い
た
ト
ル
コ
系
住
民
（
北
キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
多
数
派
）
は
、
キ
プ
ロ
ス
と
の
統
合
を
望
ん
で
い
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た
の
に
対
し
、
ト
ル
コ
か
ら
一
九
七
四
年
よ
り
後
に
移
住
し
て
き
た
ト
ル
コ
系
住
民
（
同
少
数
派
）
は
統
合
の
た
め
に
北
キ
プ
ロ
ス
が

領
土
や
ギ
リ
シ
ャ
系
旧
住
民
の
帰
還
・
財
産
権
な
ど
の
面
で
譲
歩
す
る
の
を
拒
ん
で
き
た
。
二
○
○
三
年
十
二
月
総
選
挙
で
は
、
僅

差
な
が
ら
統
合
推
進
派
が
勝
利
し
た
。
さ
ら
に
ト
ル
コ
政
府
も
統
合
案
を
後
押
し
し
た
。
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
問
題
に
関
し
、
二
○

○
二
年
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
欧
州
理
事
会
は
、
加
盟
基
準
が
満
た
さ
れ
れ
ば
二
○
○
四
年
末
に
加
盟
交
渉
開
始
時
期
を
提
示
す
る
こ

と
を
約
束
し
た
が
、
そ
の
条
件
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
側
は
キ
プ
ロ
ス
問
題
の
解
決
を
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
条
件
と
し
て
以
前
に
増
し
て
強

調
し
た
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
ギ
リ
シ
ャ
系
キ
プ
ロ
ス
の
反
対
派
世
論
は
、
ア
ナ
ン
・
プ
ラ
ン
で
定
め
ら
れ
た
ト
ル
コ
軍
（
三
万
人
）
の
撤
退
計
画
に
懐
疑

的
だ
っ
た
。
ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
系
元
北
部
住
民
の
帰
還
権
も
、
南
北
の
経
済
格
差
が
な
く
な
る
ま
で
は
現
北
部
（
ト
ル
コ
系
）
住
民
の

三
分
の
一
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
も
不
満
が
あ
っ
た
。
住
民
投
票
で
は
、
北
キ
プ
ロ
ス
は
統
合
案
に
賛
成
し
た
の
に
対
し

（
六
五
％
）、
ギ
リ
シ
ャ
系
キ
プ
ロ
ス
は
反
対
し
た
た
め
に
（
七
六
％
）、
統
合
案
は
廃
案
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ギ
リ
シ
ャ
系
キ
プ
ロ

ス
は
単
独
で
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
ト
ル
コ
は
前
政
権
（
三
党
連
立
エ
ジ
ェ
ビ
ッ
ト
政
権
）
ま
で
は
ギ
リ
シ
ャ
系
キ
プ
ロ
ス

が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
場
合
は
ト
ル
コ
と
北
キ
プ
ロ
ス
が
統
合
す
る
と
警
告
し
て
い
た
が
、
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
条
件
と
し
て
キ
プ
ロ

ス
問
題
の
平
和
的
解
決
が
強
調
さ
れ
た
後
に
は
、
ト
ル
コ
側
に
こ
の
選
択
肢
は
も
は
や
な
か
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
は
北
キ
プ
ロ
ス
の
賛
成
決
議
を
評
価
し
、
一
九
八
三
年
か
ら
続
い
て
い
る
北
キ
プ
ロ
ス
へ
の
経
済
制
裁
解
除
や
二
億
五
九
○

○
万
ユ
ー
ロ
の
経
済
支
援
（
南
北
統
合
が
実
現
し
た
場
合
に
北
へ
の
供
与
が
想
定
さ
れ
て
い
た
）
な
ど
を
考
慮
す
る
と
し
た
も
の
の
、
そ
れ

か
ら
一
年
以
上
た
っ
た
時
点
で
も
そ
れ
ら
の
案
は
実
現
し
て
い
な
い
。
北
キ
プ
ロ
ス
で
は
そ
の
後
も
ギ
リ
シ
ャ
系
キ
プ
ロ
ス
と
の
統

合
を
目
指
す
気
運
が
維
持
さ
れ
、
メ
フ
メ
ッ
ト
・
ア
リ
・
タ
ラ
ト
首
相
が
二
○
○
五
年
四
月
の
大
統
領
選
挙
に
出
馬
し
、
同
国
初
の

統
合
派
大
統
領
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
ト
ル
コ
は
二
○
○
四
年
十
二
月
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
欧
州
理
事
会
決
定
に
従
い
、
こ
れ
ま
で
そ
の

存
在
を
認
め
な
か
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
系
キ
プ
ロ
ス
を
（
Ｅ
Ｕ
・
ト
ル
コ
関
税
同
盟
追
加
議
定
書
で
キ
プ
ロ
ス
を
含
む
二
○
○
四
年
新
規
加
盟
一
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○
カ
国
に
言
及
す
る
こ
と
で
）
間
接
承
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ト
ル
コ
と
北
キ
プ
ロ
ス
は
和
平
攻
勢
に
よ
り
キ
プ
ロ
ス
問
題
を

解
決
す
る
道
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
と
の
認
識
で
、
ア
ナ
ン
・
プ
ラ
ン
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
が
そ
の
先
は
見
え
て

い
な
い
。お

わ
り
に

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
は
イ
ラ
ク
戦
争
を
き
っ
か
け
と
す
る
相
互
不
信
感
は
ぬ
ぐ
い
き
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
両
国
関
係
に
構

造
的
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
両
国
の
戦
略
的
協
力
関
係
は
あ
く
ま
で
も
非
対
等
な
力
関
係
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
ト
ル
コ
は
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を
最
大
限
か
な
え
る
よ
う
努
力
す
る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
略
的
関
係
を
維
持
で
き
る
程
度
に

は
ト
ル
コ
の
利
益
を
擁
護
す
る
で
あ
ろ
う
。
ト
ル
コ
の
対
米
関
係
が
危
機
を
経
験
し
な
が
ら
も
回
復
す
る
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
は
、

以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ト
ル
コ
関
係
は
現
実
主
義
的
で
戦
略
的
利
害
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
米
国
内
世
論
の
圧
力
も
少
な
い
。

こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
の
対
ト
ル
コ
関
係
が
政
治
的
価
値
観
や
加
盟
国
の
国
内
世
論
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
米
国

内
で
は
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
反
ト
ル
コ
・
ロ
ビ
ー
活
動
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
欧
州
に
お
け
る
そ
れ
と
比
べ
て
影
響
力
は
弱
い
上
、

ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
系
団
体
は
一
般
的
に
ト
ル
コ
に
好
意
的
で
あ
る
。
他
方
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
実
現
は
最
も
早
く
て
も
二
○
一
四

年
（
二
○
○
四
年
十
二
月
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
欧
州
理
事
会
決
議
）
と
長
年
を
要
す
る
上
に
、
交
渉
過
程
に
も
多
く
の
条
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
欧
州
憲
法
批
准
を
め
ぐ
る
議
論
を
契
機
に
、
Ｅ
Ｕ
内
で
は
ト
ル
コ
加
盟
に
反
対
す
る
世
論
が
再
燃
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

ト
ル
コ
は
リ
ス
ク
軽
減
上
も
Ｅ
Ｕ
加
盟
交
渉
の
上
か
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
改
善
し
、
維
持
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
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第
二
に
、
外
交
関
係
を
み
る
上
で
、
内
政
上
の
攪
乱
要
因
に
よ
り
生
じ
る
「
ぶ
れ
」
と
、
長
期
的
趨
勢
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。

イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
前
年
二
○
○
二
年
の
エ
ジ
ェ
ビ
ッ
ト
政
権
時
に
は
ト
ル
コ
は
、「
戦
争
反
対
だ
が
開
戦
す
れ
ば
や
む
な
く
協
力
」
と

い
う
方
針
を
明
示
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
ト
ル
コ
側
の
、
q
反
戦
世
論
の
高
ま
り
、
w
新
政
権
指
導
部
の
未
熟
さ
、
e
世
俗
主
義
エ

リ
ー
ト
（
軍
部
と
大
統
領
）
と
親
イ
ス
ラ
ー
ム
与
党
が
、
戦
争
協
力
と
い
う
不
人
気
な
決
断
を
忌
避
し
あ
っ
た
こ
と
、
r
ア
メ
リ
カ
側

の
過
信
、
に
よ
り
、
両
国
に
と
っ
て
意
図
せ
ざ
る
結
果
（
短
期
的
な
ぶ
れ
）
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
与
党
が
国
内
の
反
米
感
情

を
政
治
的
に
利
用
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
（
与
党
議
員
が
米
軍
に
よ
る
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
の
攻
撃
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
形
容
し
た
）、
し
か
し

そ
れ
は
場
当
た
り
的
な
言
動
に
す
ぎ
ず
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
批
判
を
受
け
る
と
抑
え
ら
れ
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
と

ト
ル
コ
の
関
係
悪
化
は
（
キ
プ
ロ
ス
侵
攻
の
よ
う
な
）
確
信
行
為
の
結
果
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
誤
算
の
喜
劇
」（M

ichael
R

ubin

）
に
近

い
。〈
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